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髙木竜馬さん応援レポート
髙木竜馬ピアノリサイタル“ウィーンからの風”

2015年８月23日（日）
京葉銀行文化プラザ(千葉県千葉市）

一時帰国のフィナーレを飾るリサイタル

ウィーン国立音楽大学大学院に在学中の髙木さ
ん、６月末に一時帰国後の２か月間、毎週のよう
に演奏会を開催するなど、精力的な日々。
そのフィナーレを飾るソロ・リサイタル、
「浜松国際ピアノアカデミーコンクール優勝記念
『ウィーンからの風』」。

７月の表参道（カワイ表参道）、五反野（わたなべ
音楽堂）に続く第３弾は、髙木さんの地元である
千葉での開催。髙木さんを幼い頃から知るファン
も詰めかける。

ピアノは「Sｈｉｇｅｒｕ-Kａｗａｉ EX」（㈱河合楽器製作
所）。「浜松国際ピアノ アカデミー コンクール」時
に、３社の公式ピアノの中からセレクションしたピ
アノを運び込んでの演奏となる。

プログラムには髙木さん自身による詳しい
楽曲解説が掲載され、この日の楽曲に対
する深い理解と思い入れがうかがわれる。

リサイタルの最後には、

「事前人気投票で決めるアンコール」演奏
が予定され、13の候補曲の中から選ばれ

た７曲が演奏されることになっており、これ
もまた楽しみな企画。

Shigeru-Kawai EX （上）
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≪プログラム≫
ベートーヴェン/ ピアノソナタ第21 番

ハ長調作品53《ワルトシュタイン》
ドビュッシー/ 映像第1集より水の反映
シューマン/ アベッグの名による変奏曲作品１
ショパン/ スケルツォ第２番変ロ短調作品31
ブラームス/ ４つの小品作品119
リスト/ ピアノソナタロ短調

≪アンコール演奏曲≫
リスト/ 愛の夢－３つのノクターンより

第３番“おお、愛しうる限り愛せ“
ベートーヴェン/ エリーゼのために
ラフマニノフ/ 幻想小品集より前奏曲嬰ハ短調《鐘》
ラフマニノフ/ パガニーニの主題による狂詩曲より

第18番変奏曲
ショパン/ 幻想即興曲
ドビュッシー/ 喜びの島
ショパン/ 英雄ポロネーズ

響きわたる強く柔らかく豊かな音色

プログラムは、ベートーヴェンのピアノソナタ第
21番「ワルトシュタイン」でスタート。

ドビュッシー「水の反映」、シューマン「アベッグ
の名による変奏曲」、ショパン「スケルツォ２番」
と続く。ピアノ一台によるものとは思えないほど、
深く多層に響く豊かな音色。

リサイタル後半ではブラームス「４つの小品」、
リストの「ピアノソナタ」が演奏される。

柔らかく、そして力強い音色は聴衆を圧倒。客
席からの割れんばかりの拍手。「ブラボー」の
声がやまない。

アンコールでは、聴衆による事前
人気投票で選ばれた７曲が、一気
に演奏され、さらに聴衆を魅了す
る。

まさにフィナーレ、誰もが髙木さん
のピアノを堪能し、贅沢な時間を
過ごした。

すぐ後ろでは

「竜馬さん、弾き方が変わったわ。
さらに凄くなっている！」と興奮気
味なファンの方の声。
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今夏研鑽した新たな奏法を披露

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

撤収時間が迫るなか、楽屋裏でパチリ。
充実の笑顔です

終演後のロビーでは、数日後にウィーンへと戻り、
しばらく日本を離れる髙木さんの前に、ファンの
方々の長い列。

長年のファンの方々は、髙木さんが、さらに新た
な領域へと確実にステップを伸ばしていることを
堪能されたもよう。

終演後、ロビーにて挨拶に
立つ髙木さんの前には、
ファンの長い列。

数日後には、ご本人のFacebookページに投稿も；

『皆様、先日のリサイタルにお越し下さいまして、
有難うございました！
... ２ヶ月間、リサイタルやカワイ・ロシアンマスター

クラスを通して、このプログラムをじっくりと練り込
んだ傍ら、バリトンやチェリストの方との共演、名曲
コンサート等、多角的に様々なことを経験すること
が出来ました。
当日も、７月のリサイタルに続き、Shigeru Kawai EX

を浜松から搬入して頂き、演奏いたしました。カワ
イの皆様、有難うございました！

今回の滞在では、練習時間を確保する必要性に
併せて、冷房完備の練習室が世界で最も快適と
思われましたので（笑）、必然的にピアノの前に座
る時間が圧倒的でした。その時間を通して、改め
て、底が見えないほど深い世界に魅入られました。
10月からは、ウィーンとイモラとの併修が始まりま

すので、少しでもその、魅惑的な世界の秘密に近
づけるように、頑張ります！』

この秋からは、イタリアのイモラ国際ピアノアカデ
ミーに併修し、ロシア奏法の研鑽に励む予定であ
り、ますます充実した留学生活となるもよう。

髙木さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

撤収前のあわただしいなか、少しだけ感想を
尋ねることができた；

「・・・・・このプログラムは、ベートーヴェンなど
ドイツ的な曲から、ドビュッシーやショパンな
どフランスの香りのする曲、そしてまたドイツ
（ブラームス）といったように、カラーの異なる
曲を散りばめた構成で、それぞれ弾き方や
タッチを変えて弾いていく、それをじっくり研究
するいい機会でした」

「・・・８月の半ばに、ロシアからいらした先生
のレッスンを受け、また新たな弾き方（ロシア
奏法）を教えていただきました。今日は、その
時教えていただいたことをメインに、これまで
の弾き方（ドイツ奏法）と両方の奏法で演奏し
ました」
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【コンサート・フライヤー(表）】
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【コンサート・フライヤー(裏）】
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【コンサート・プログラム（表表紙、１－３ページ】
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【コンサート・プログラム（４－６ページ、裏表紙】


